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　　　　 第 1 章　緒言並び1こ文獻概要

　 女 陸骨盤腹膜は解剖 畢的 に 男性 の 夫 れ に比 し1［r

る こ とは 周知の 事實で 且 叉其の 表面積 も大 きい ．

ヌ ホ ル モ ン 作用 ， 排卵 ， 妊娠 ， 分娩等の 刺戟 を受

けて い る ．而 して開腹術時 に種 々 の 藥物を此 の部

に 投與 する事が多 い が 余 は骨盤腹膜の 種 々 なる状
「
態 に 於 て は如何なる態度 をとるか を研究 する た め

先 ず其 の 第一歩 として 色素投與 時の 夫れ を實驗 し

た の で 以下 報告す る．

　文獻 を繙 くと1863年 Recklinghausen1 ） が モ ル

・
モ ヅ ト及犬 の 腹腔内 に 牛乳 ， 庶 糖 ， 朱 ， 墨 汁 ，

油 ， 血液等を注入 し 横隔膜腱 質部 よ り淋 巴道 を通

じて 吸收 され る こ とを鍍銀法 に依 り證明 し其 の 後

IRajewsky2丿 及 Beck9） も亦 同樣 の 實驗 に依 り之

を確認 した．Wegner4 ）は 臨床彖 と して初 め て犬 の

腹腔内 に 油 ， 牛乳，墨汁 ， 脱線維素血等 を投與 し粒

子 の大 きな もの は Recklinghausen の 實驗結果 と

同樣 で ある が微粒子 は横隔膜の 血管か ら吸牧 され

る とした 。 Muscatello5） は 墨 汁 ， カ ル ミ ン 等は

Recklinghausen と同樣結果 で あ る こ とを證明 し

筒喰細胞読 を發表 した ． Cohnstein6） は犬 を用 い

：生 理 的食鹽水 ， カ ル ミ ン赤等 に て淋 巴吸收説 を主

張 し ， A （翌er　u ．　Meltzer7） は 兎 に フ ＝ ロ シ ア ン

カ リ ，
ス トリ キ ニ ン 等の毒物 を注入 し ， 淋巴道 を遮

噺 した もの は毒作用 が遙か に 遅 く出現 する こ とか

ら Recklinghausen に贊同 した ．更 に Meltzer8＞

は犬 に 1 ％メ チ レ ン 青 を投與 し後述 Starlingと

同樣な實驗 を行 つ た 所淋巴液が尿 よ りも早 く着色

す る こ とか ら淋 巴 よ りの 吸收を強調 した ．

　 而 る に 1894年 Starling＆ Tubby9 ）は犬 の 胸管

に硝子管 を， 膀胱 に カ テーテ ル を挿入後腹腔内 に

イ ン ヂ ゴ カ ル ミ ン 又 は メ チ レ ン 青の 生理 的食鹽水

溶液を投與 した が 初發時間は遙か に尿中に早か つ

た こ とか ら腹膜 よ りの 吸收經路 として 血 管吸收詭

を唱 えた ． 其 の 後 OrlowiO） は犬 に各種濃度の 大

量 の 食鹽水 を注入 し並沖 及腹腟内殘留 の 食鹽 の 定

量 に依 り， Southgatei1） は犬 の 腹腔内に 犬 の 血液

を注入 し血 液學 的 に
，
Heidenheini2）及 Hambur −

gerエ3） は 犬及兎 の 胸管結紮後大量食鹽水 を投與 し

た 所食鹽は 血液 に の み増加する こ とか ら，Mendel

t4）は Starling と同様な方法 で ，
　 Klappi5） は乳糖

に て Heidenheinと同樣 な方法 に依 り， 又 Wells

＆ Mendells） は イ ン ヂ ゴ カ ル ミ ン液に鍍物油を加

えた もの を犬 の腹腔 に注入 し 血液に早 く着色 した

た め血管吸牧説に 鬩調 した．

　其 の 後兩読 は相對 して居 つ たが 1907年 に Dani・

elseni7 ） は初 め て 中闇説 を唱 えた． 部ち大腸菌又

は膠樣物 質を犬 に 注入 した 際は 主 に淋巴道か ら ，

沃度加里 等の 時は主 に 血 管よ り吸 收 され る 事 を細

菌學的及組織學的 に證明 して t 應 こ s に 2 つ の 吸

收經路ぶ ある と した ．
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　 Dandy 　u ．　Rowntree18） は フ ェ ノール フ タ レ イ

ン 及 イ ン ヂゴ カ ル ミ ン 等 を用い 尿及 レ線檢査 で ，

Clairmont　u ．　Habere ：
t9） は 沃度加里 を用 い ，

Bolton20）は猫 に 正 常腹水 ，生理的 食鹽水 ，
コ ロ イ

ド等を應用 して Danlelsen の 読に贊成 した．

　吸牧經路 と し て は 現 在 で は ・一應此 の 説 が認め ら

れ結晶性物 質 の 大部 は 血管 よ り
一

部 は淋巴管 よ

り， 膠 樣物質の 大 部は淋巴道 よ り一部は血 管か ら

吸收 され る とな され て い る。

　次 に吸收の 部位 で ある が Recklinghausenは 横

隔膜腱質部 で ある とした が Jensen21） は犬腹腟 内

に肺炎菌 を入れ組 織學 的檢査 の結果横隔膜 の み な

らず大網 も大 きな吸收機能 を有する とし Peiser22）

は コ ロ ヂ ＝一ウ ム を横隔膜下面 に塗布 し葡萄 状球 菌

を注入後 に 各種体位 で 血 中に菌 を認 め從 つ て 横 隔

膜以外 に も吸收力が ある事 を知 つ た ．現 在 で は 横

隔膜は勿論で あ るが大 網 ， 廣靱帶 ， ダ グラ ス 氏窩

胃肝及 胃脾靱帶等も吸收 に關與 す る こ とが認 め ら

れ て居 る．

　臨床方面 に關係 の 深 い もの として は Freytag23）

は 乳糖 ， 沃度加里 の 尿 中濃度 を時闇毎 に 追 求 し

腹膜 の 吸牧黙態 を考 察 し Glimrn24〕 は オ リ
ー

ブ油

Hoehne25 ）及 Heimann26 〕 は カ ン フ ル 油 ，　 Schni−

tzler　u ．　 Ewald27）は グリセ リ ン
，
　Narat28）は 20％

葡萄糖液，Exner29 ）は ア ド レ ナ リ ン を混入 し て ，腹

膜 の 吸 收力 を低下 させ腹膜炎時 ， 毒素 の 吸收 を防

止 させ ようと試 み て い るが 執 れ も決定的なもの は

ない ．Pribram3D ）は幼弱な兎 の 腹膜は沃度加里 の

吸收に 際 して 高年の夫 れに 比 べ て遙か に優れて い

る こ とを尿 の 檢査 に依 り證 明 した ．本邦に て は中

島3b が脂肪及 レ チ シ ン の 吸收 を， 田中
32）は メ チ レ

ン 青 ， 墨汁等に依 り横隔膜 の 濾過作用 を， 伊藤
33）は

フ ェ ノール フ タ レ イ ン を 用 い て 犬 の 体位 に依 る吸

收状態 を尿比色定量で行 い
， 水 卩 34）は酸及 ア ル カ

リ の 吸牧 を，大杉 35）は犬 の胸管結紮後 腹膜炎毒素

吸牧 をマ ウ ス 血 清毒力檢定 で行 い ， 手 島鋤 は腹腔

内異物吸收は 呼吸運動 に 關係が あ る とな し た 等 の

發表 が あ る ，又 入江 37）は腹膜吸收 に 關す る諸因子

の 研究 を主 に 液体の 擴散移動 の 面 か ら檢討 し臨床

上は 吸收經路や部位 よ りも此 の 點 が重要 で あ る と

主 張 した ．河村38）は腸管漿膜よ りの 各種色素 の 吸

收状態 を淋 巴系及血管系 と分け て 研 究 したが ， 多

くの 色素は 主 に 淋 巴系 よ り吸收 され る こ と ， 及 び

血管 よ り吸牧 され た
一

部 は肝臓 か ら十 二 指腸に排

泄 せ られ更 に再吸收 ， 再撲泄 を繰 り返 し僻
一

部は

漿膜外 に透過する こ とを述 べ 且 イ ン ヂ ゴ カ ル ミン

は メ チ レ ン 青 よ りも淋巴管 よ り吸 收 され る 度合が

血 管の 夫れ よ りも遙 か に大 きい と報 告して い る．

　次 に臨床上種 々 の 藥物を腹腔内殊 に骨盤腔内に

投與 した もの は次 の 如 くで あ る．村山
39） は腹隆 購

鎖直前に エ ーテ ル を注入 して 術後腹膜炎及 癒着防

止 に役立つ た と逋 ぺ
， 青樹40） も亦開腹時 に空氣又

は食鹽水 を注入すれ ば 細菌 に 對す る腹膜 の 抵抗力

を増す とし， 馬島
41）は生理 的 食鹽水 注入 で 術後經

過良好 と逋 べ
， 小 林

42）は サ ル フ ァ チ ア ゾール を骨

盤腔内に投與 し其 の 尿 中排泄耿態を檢討 し治療 の

參考 と し， 齊藤
43）は家兎腹膜 の ペ ニ シ リ ン の 吸

收，擴散 ， 排泄 を檢討 し臨床上 の指針 を得 ， Rttt−

her4．t） は開腹術 前に ペ ニ シ リン （以下 ぺ と略す ）

及サ ル フ ァ 劑 （以下 サ と略す） を筋注後開腹時 に

腹水 を檢査 し移行状態を大腸菌及葡萄状菌 で檢討

し ， Glovannini45） は ぺ 各種投與法 に 依 る血中濃

度 を動物 實驗 し ， Muth46） は ぺ 及 サ を入の腹腔、

内 へ 投與 し ， HoltkamPf47 ） は 卵管膿腫 ， 穿孔 性

腹膜炎に サ を腹腔 内 へ
， Kobak ’！s） は 子宮

一
ド部

横切 に 依 る帝切時 ぺ を投 與 し ， Dantuono49 ） も

亦遷 延分娩帝切 に ぺ 及 サ を腹腔内投 與 を行 い ，

Haussse） は子 宮癌手術時 ぺ 及サ を同樣 に投與 し各

tt其 の 吸收排泄 に就 て 報
・
告 して い る ．

　 一方此 の 吸牧作用 を臨床的 に 應用 した もの は

1948年 ， 三谷 51）で 1 ％ イ ン ヂゴ カ ル ミ ン に依 る卵

管通色素法 を發表 ， 同年米國で も G．Speck52）が

フ ェノ ール フ タ レ イ ン で 同樣報告 した ．績 い て 渡

邊 ss）
， 田 畑54）

， 柿木55），織田 56）
， 勝 野

57）等多數 が

追試 した．

　　　　　 第 2 章　實驗方法及び材料

　使用液 は 1 ％イ ン ヂ ゴ カ ル ミ ン （以下 イ と略す） 5　C9

を豫 め 計測 した 5cc 注 射筒及 ネ ヲ トン ft　丁號 ゴ ム カ テ
ー

テ ル で開腹 術後腹壁囲鎖直前 に 5 度の 髯盤抵泣で ダ グ ラ

ス 氏窩 に注入其の後同一の 姿勢を保持させ た．被檢尿ぽ

毎 2蒔間留置カ テ ーテ ル で人 工 誹尿 し投與後2翻寺間迄渓

、．訓．螺 轟み；黒 駕 算 O 凪 oL ⊥brary 　 Selv ・tce ・
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」4

取 し た．

　砌め 1 ％ イ を 正 常尿 で稀釋iし 10  ％， 8   ％，6  

彡6。　4 皿g％ ，　2   ％。　1mg％ ，　0．8  ％ ，　O．6  ％，　0・4

  ％，  ．2  ％，0。1mg％， 0，05  ％ ，
の 濃度を持 つ 基

準液を作 り之 を 東方 B 鑾 光電比色計 （フ ィ ル タ
ーS ．63

赤）で比色 し片野數爽を用い て 標準濃度曲線を 作成，破

瞼尿を該比色計で比色 し標準濃度曲線か ら波臉尿の 色素

濃度 を 逆算 し た．

　次 に豫 め メ ス シ リ ン ダ ーに て 測定 した 各囘の 尿量に破

瞼尿 の 色素濃度を乗 じ各囘の 罅泄量 （  ）を算出した ．

　實驗材料と して は 昭和30年 1 月か ら同年 g 月迄 の 當科

入院開腹憲者88例を用い た．

　　　　　　　 第 3 章 實驗成績

　第 1項　正常例 （第 1表及第 1 圖）

　骨盤 腹膜の 性 状 に 異常を 認め な い もの を 以 下 正 常例と

略穂す る （心 ， 腎の 疾患 ，
シ ョ ッ ク等も除く）．子宮筋

腫 8例，、卵集腫瘤 4 例，子宮癌 1 例．子宮陵屈 1例， 計

14名の 成績は 次の 通 りであ る．

第 1 表 　1 ％ イ 投 興 時 の 正 常 例

麟 姓 矧年紳 ラ1纏
　 　 　 　 　 　 45　 1　 　 長 谷 部

2
一
3
 
4一

廴
6

岩 　問

長 　野

可

可

岡 　 本 　 38

加 　藤

蕪　木

41 筋 臆 ［ 腟 上 切

3i　 〃

T7

亶 ．1」 −
45　 　 　 1

頸 癌

卵 嚢
〃

7

　 87

π

11121

　 1

下

14

藤 　谷 145

颪　 田

山　崎

田　 中

蛭 　 田

中　尾

牧 　 野

原 　 田

可

　 2755

　　8291

扇
一

2

可

万

可

　 3TT9

一

筋腫

　 ヴ

「／

〃

卵 嚢

ク

筋腫

〃

後 屈

手 解 i・hl ・｝・ 1・1i  1・2 ・41 ・6　 i・・　i・… 1・41 雛 欟

　　　　　　　　　　　　 1・00 ・60 ・4  ・2  ・1 （士 ）Uhi 「10・7 　　　　   　　「3．9　1．3　篭廴2

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4．O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （± ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔｝．21   ．15　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1．30 ．35　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1．o　 　 　 　 O．25　 　 　 　 　 　 0．350 ．150 ●2
　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　 li蕉「　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 11．45　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0．150 ．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（± ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0．50 ，20 ．15　 　 　 　 　 　 3．4　2．6　1． 廣汎全 剔

　　　　 砺　　　　　　 5．20 ．851  ・5 ・・4 （± ）L
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 13．45捌 　 出

　 “ 　 奮　　　　　　 薀　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　10．3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　里 」璽　 　 　 　 　 　 　 　 1．5i）　1．6511．650 ．65、0．4
．
0．25　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0．ユ5

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　10 ．05　　　　　　　　　　　　　　　0．35（± ）：　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1．0　 　 　 　 5．2 ！2．6　 　 　 　 　 　 　 　 0，41  ．5全 　剔

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9．25　　　　　　　　　　　　　　　0．2510．15（± ）　　　　　　　　 2．6　：
2，35D ．5　 　 　 　 1．052 ．35．腟上 刧

　　　　　　　　 へ 　　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5．6　 〃 　　　0．250 ．750 ．253 ．5　0．5　  ．150 ．1　0．1　（：辷）

全 　剔 軒

剔 　 出

〃
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り   り 一 1 第 1 圖 　 1 ％イy ヂゴカル ミ

cc （50   ） 　 　 　 　

正

1

癩

ﾏ32

肝 凋ξー rih 　 平均 尿 巾濃 度 は 2 時 間2

9  で最高 襲示 し， 以後4隠 間2 ． 3   ，8 時
間1 ．5mg

最初の排泄量の112となり ， 14 時間0 。02mg で激

し，24 時間 では痕跡 で あつ た． 　 24 時 間の總排泄量 は最大16

6  ， 最小 3 ． 3ng，平均 1 ・
ま 9 遠   で注入量（50

）の約11s であつた． 色 素排泄 は 10 陦 問迄

全排泄量の約95 ％を排泄してい る ． 　 尚14 例申4

が尿 中擁 推 に於 て 3 御5   し か 色素 を 排 浬せずに在

の は腹膜の吸牧に 於ける個人差に依る爲で あろう か

　　 　　　　　　 　　 　　　　 　 　　

　． 　第 2項　炎症例（第2 表及第2 囲） 　骨

腹膜 の炎

性變化が 高度 な 場合を以 下 炎症 例と略 穩する．

卵 管炎9 例，子 宮 後屈4 儺 ，卵藁癌1 例，結核性 腹膜

2 例計 16例 の平均尿中色 素排泄量は正常例に比 べて2 時間に

． 如g，4 時 間に1 。 6mg ，6時閥に 0 ． 5   ，8 時間 に

E9  ・1D 時聞に0 ・ emg 少 な く，其 の餃は大 差 ない ．

　24 時間の轗 排 泄量 は 2 で 正 常側 の 約 Yz を示 し た．

尚最大8 ．9   ，最小 工 。

g で相
當
な鵬 を 有 し て い る ． （小數第2 位 は四捨五 入 ）
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第 2 表 　 1 ％ イ 投 與 時 の 炎 症 例

1
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hi

塔C ンデゴカノレミyscc （50   ） 　 炎症例16

卆 均 値 2　4 　 6 　 8 　 m　i2 　14 　浴　 i8 　20

22 　 駕 一 h 　症例 1 　小 宮　10 年前，妊娠

絶 時 の子宮穿孔に 依 り 開腹手術 を行う．o． 5 ％ペ

カ ミ ン （ 以下P ・S と 略す）L5cc で 開暖 するに

囘手術の ため か子宮後壁に 小 腸 が 約 5Cln に わた

癒着し 其

他にも諸 所 に 小 陽，大網，卵管，卵 藁 と の間に小癒

を認めた．腹膜は肥 厚ジ硬固 ． 自 色 ．彈 力 挫に 乏し い，癒

剥離後ア レ キ サン ダー氏 手 術實施． 　症例2 　西山　

阜資O 卵管 膿 腫 で開 腹の時剔 出不能 ， 腹 壁 に 炎産性變化

見ら れる様に な つた ので 入院 ，P ．　 S 　1 。 6e

C ラ ボ ナール （以下7と略 す ）90ec で 開腹．右卵管 は

手拳大膿 腫状となり腹

に 癒着 ，

小腸に も約10c 皿 に わた り 不 規則に 癒着 して 居た

腹 膜は表 面粗造肥厚 斷 裂 しゃすく ，約 1DOCC の膿

十を膿腫よ り排出．淋 菌を認め た．輸血200ec

瀝 例 3@

亀田15 年 前ラバアレキを行つ た が再び 後屈となり來

院P．S1 ． 5ec で開 腹， 前囘手術に依るためか腹壁及 骨

腹 嘆 に 陳 疆癒着 多し．腹膜 は 肥 厚硬固彈 力 性に乏し

． 　症例4 　村木　4 ヵ月前卵嚢唾 で開腹せるも周圍と癒着

固で 剔出不能のた め來院 ． 2 ．S1 ． 6ec 　 ラ40c じ

開腹 ． 卵 災は小兒頭大で 小腸及膀胱へ

癒着高 度

之を剥離し 灰 黄色＄Zl 　it 青 味 を帯びた漿液 性 内容

100ec を排 除 ． 腫瘍 壁はPapi11 δ s であ

たた め 癌を疑い内容とも腫瘍壁

完 全

剔出した． 術後 診斷：2次性癌腫． 　 症 例5 　上原　P
S1 ．5cc で開腹 す る に

線 維性 癒着が多く腹 膜は

厘 硬固であつた．癌着 剥離後腟上部 を 切斷 した． 診斷：

宮筋腫 及

附屬器炎． 　症例6 　内田　P ． S1 ． 6ecnr 開腹

腹風まダグラス氏窩に相當廣汎な硬固な癒着があつて，其の中に右卵集を包埋していた．硬固，肥厚，白邑 彌力性に乏しい．右附麗器剔出．　症例丁　高山　P ． 。60c ラ40ce で開腹，右卵管は血腫状鷄
　’　

　
・ tt 　 　 　 　 「 丶　 　’　广 ’ 广 　 ．　ヒ、 り 代 ”． 恥

ttt”ト　 　こ、tttt “t 、．甲内　卜’　　い、ゴ1−F ・t’t 、’ゴ．中國囁・　　　　「｝　’濤∫｝一｝潮尸
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’
甚 卵大で後腹膜 と硬 く癒着 ， 其 の 部か らダ グ ラ ス 氏窩に か

け て 腹膜は 肥 厚粗造で 彈力性に 乏 しか っ た．膣上 部切斷

　痃例 8

　浦野　P ．S1 ．5ccで開腹，陳薔な癒着が 右附圏器 よ

リダ グ ヲ ス 氏窩に か け て存在す．腹膜は 肥厚硬固殫力性

に 乏 しい ．腟 上 部切斷．

　痘例 9

　堀尾 　？ ．S1 ．5ccで開腹．1眸 前蟲垂炎性汎腹膜炎

手 術 を 行つ た た め か 腹腔内に 諸所に 大網が癒着，骨盤内

に て は ダグ ラ ス 氏窩 より右附矚器に か けて 癒着 し其の 部

の 腹蟆は肥厚 し彈力性少な し．

　魅 上 部切斷．

　症沸 0

　安東　P ．S1 謡 ccで開腹．ダ グ ラ ス 氏窩 よ り右附屬

器 に わ た り陳舊癒着を認む．腹膜 は 肥厚硬固彈力性を缺

く．膣上 部切斷．

　 症例11

　伊 藤　P ．S1 。5CGで閑腹．ダ グ ラ ス 氏窩に 乾酪化著

明，手拳大の 灰白色 の Ktissiga　Masse を 排除 し た．他

の 部にも結核性腹膜炎特有の 甚だ硬化 ， 瘢痕化 せ る癒着

を認む．

　 症例12

　 本間　P ．S1 。馳 cで開腹．陳舊應着を ダ グ ラ ス 氏 窩

及左附隔器間 に 認 む．腹膜 は硬固 に肥厚 し白色彈力性を

缺 く．ラ バ ア レ キ 。

　 症 例13

　浦部　5年前卵管炎手術を行 つ た，P ．　 s　 1。5ccで開

腹．子宮底部 は 舊切開 創下 腹 壁 に極 め て 硬 く癒着．爾附

屬器も腸及腹壁に 不規則に癒着變形し あ り．腹膜 は 白色

硬固肥厚著明．

　 症例14

　 藤原 　P ．SL5CC ラ 4  CCで開腹．兩測卵管は超鶏卵

大の 膿腫を形成 し且 小腸及膀胱 に 癒着．腹膜は 稱赤昧を

帯 び粗造で斷裂レや すい ．癒着剥離後腟 上 部で爾附矚器

共に易拙 す．

　症例 15

　馬 場　P ．S1 ．5ceで開腹．腹膜は S字状結腸及小腸

が子宮底部 よ り後面に か けて癒着し肥厚著明，硬 く弾力

性は乏 しい ．腟上 部切斷．T ．　 B ？

　症例16

　星　並．61 。5ccで開腹，右卵集は卵管と癒蒼し膿瘍

を 形成．子 宮及小腸 に 膿性苔を以 て 癒着．腹膜 は 暗赤

色。光澤を失い 粗造で斷裂 しやす い ．膿 を腹腔内に漏ら

す こ とな く完全 に 劉出した．

　雛 3 項　外妊鯛 （第 3表及第 3圖）

　卵管流産，卵管破裂等腹腔殊に骨盤腔内に相當量 の 出

血 を 認 め た もの を以 下外妊倒と略稱す る．卵管流産 2例

卵管破裂 1 例 に 於 て 腹腔内の 流動及凝血 を 出來 るだ け清

拭した 後 ダグ ラ ス 氏窩ヘ イ を投興 した結果平均尿中色素

排泄量は ，
2 時間 1。2  で正常醐 よ り 1．？mg少なく 4時

問に 0．袖 9 ， 6 時間 に G．6  ，8 時間 に 1。1mg ，10時間に

O誤   各 k 少 な く12時間以後 は大差 を認め な い ．24時間

尿中總誹泄 量ほ最大 翫 謬  ，最小 3．9mgで，平均 概 3 

とな り正常時の 約
i
！z の 排泄を見 た．

　 （小數第 2 位は四 捨五 入 ）

　疲例 1

　菅原　ラ （總量亘Oeの で開腹，右卵管流産で凝血 ・ 流

第 3 圖　1 ％ イ y ヂ ゴ カ ル ミ γ 5CC （50  ）

　　　　　 外妊・3例 挙 均 値

　　　・｝
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2458 ’Ot2 」4 ｝ε旭 202224
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第 3 表 　1 ％ イ 投 與 時 の 外 妊 例
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＿
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動血 各々 約 1DOccあ り．腹膜ぽ誚 ミ青白色であ る が 炎症

性變化 を 認 め なか つ た ．

　術前後を 通 じシ u ッ ク 状態な し．

　 症例 2

　椎名　6 ヵ 月前卵管流産で當科で開腹治癒．再び同様

診斷 に て ヲ （總量 妣 c）で開腹．骨盤腹 膜 は 稍 it赤 味 を

帯び 且 多少肥 厚， 凝 血 及流動 血 各々 工 OCCを認めた．術

後 8 時間で血壓降下 しシ ョ ッ ク状態とな り輸血 40Dcc等
の 處置を行い恢復 した．此の シ ョ ッ ク の た め 投與後 8 時

間 後｝ま尿量少 く色素排泄に 多少の 影響を 興えた けれ ど大

部公の 色素は そ れ迄に排泄 され て 居 り殆んど影響ほ な い

と して 良い もの で あ ろ う．

　 症例 3

　佐久間　出血 の た め の シ ョ ッ ク 状態で來院．直 ちに ラ

（糲量2Gcc） で 開腹．腹腔内流動 血 約IGO  ce，凝血約

1DO　9 を 認 め た ．

　骨盤腹膜は 稍 ミ蒼 白味 を 帯び炎症 性 變化 を 認 め な か つ

た．輸血 800cc等の 處置に依っ て 術前血 壓鋤 〜 0が 100
〜80と上昇 し

一
般吠態良好とな る．本例は初め シ ョ ッ ク

状態であつ た もの が 手 術，輸 血 等 に 飯 り
1

恢復 した もの に

使用 した例であ る．

　第 4 項　帝切倒 （第 4 表及第 4 ，5 圖）

　簗1 節　ダ グ ヲ ス 氏窩投與例

　帝切後子宮 は 骨盤腔内 を 占據 して い る か ら藥物を注 入

す る時 は 先ず子 宮後 面 に 沿 つ て 正 確に ダ グ ラ ス 氏窩 ヘ カ

テ
ーテ ル を插入 し其の 際大網，小 腸等は該部へ は殆ん ど

到達 しな い の が 常 で あ る が一應之 を點機し藥物 を 注入 し

た ．此の 時少量の 藥液であれば ダグ ラ ス 氏窩及後腹膜及

第 4 表 　 1 ％ イ 投 興 時… の 帝 切 例
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第 4 匱 　 1 ％ イ ン ヂ ゴ カ ル ミ ysCC （50mg）
　帝切 2 例夲均 値 （ダ グ ラ ス 氏 窩注 入 時）
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第 6蹶 　1 ％ イ ン ヂ ゴ カ ル ミ y5CC （50  ）

　 帝切 3 例 年均 値 （膀 胱子 宮窩 注入 時）

2

O
ゴ

粫

i

1

2 ＃ 6 　 iolZT4i δ t8202224
− h

子宮體部後面 との 間 に 比較的長く停滞する こ とに な る ．

　 症例 1

　丹野　妊娠 中毒痃 ， ［血壓 180〜 1艶 ，浮腫 （耗）， 尿蛋

白 （仆），頭痛 （十｝
・
）の た め ラ （總量郵 cc ）で開腹．腹水

約丁Occ，腹膜は 妊娠性變化 に 依 る 内性器 の 増大，血管の

怒張鱶張 。 多少の 發赤等の 他癒着等の 異状を 認めない．

3

2 ・

 

ー

t

24 　6　　 1012i41612J 　2224
− h

　型の 如 く子 宮下部横切に 依 る 帝切後上 II
・
の 如 く藥液を

注入 した．術後3 時問に 弛緩出血 800ccあ りた る も輸血

600GGに 俵 り恢復 した．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工
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　症例 2

　祚田　早期破水 ， 分娩遷延，生兒希望に て ラ （總量 30

cc ） で開腹した．腹膜は 赤味を帯び血管怒張壙大 し癒着

を認め な い ．腹水 （一）

　以上 2例 の平均尿中排泄量は 2 時間 0。7皿gで正常例よ

り 2．跏 g少く，
4 時間 に 1．9  ，6時間 に ユmg ， 8時間

に 1．3mg少 な く，
1 時間後は 大差を認めな い ．24蒔間總

排泄量 は 2讒   で 正 常例 の 約 ！iaで あ つ た （小 歟第 2 位

四 捨 五 入），

　第 2 節　膀胱子宮窩投興例

　 症 例 1

　河原　早期破水， 子宮口 1 指開大，巨大兒 の た め ラ

（總量40cc）で開腹するに妊i娠性變化の 他は腹膜に 異常

を認めな い 、

　 症倒 2

　野口　破水後分挽遷延 ， 漏斗状骨盤の た め ラ35ccで 開

腹 を 行つ た。腹膜は 妊娠 に俵る 生理的な變化の 他 に 異状

を認めな か つ た．

　症例 3

　浅見 豫定 日 超過 3週間，児頭 は骨盤に 比 して過大の

た め ラ 菊 CO で帝切を行 っ た．

　こ の 3例の 平均 尿 中排泄量 は 正 常例 に 比較 し同様の 色

素排泄を見て い る が之は注入場所が膀胱子宮窩であ る た

め大網及小 腸 が 吸 枚 に 關興 し た 爲 と考 え られ る．

　　　　　　 第 4 章 總諸並びに考按

　腹膜 よ りの 色 素の 吸收排 泄 は Danielsen が i林巴道及

血管の 2 經路 に依る事を證 明した が本色素は 主 として 淋

巴管 よ り吸收 され次い で血中に 入り尿 申へ 排泄 さ れる も

の であ る。余の 實驗 は 尿中に排泄 さ れ る色素量で腹膜の

吸 牧状態 を 推定 した もの であ る か ら腹膜の 健否 ， 淋巴液

の 吠態及心 腎の 機能等が關係す る と思われる．そ れ 故 に

血 中濃度の WJj定 に 比 べ て 正確度を缺 くけれ ど も一應の 判

定 の 基準 に は な る と考え る ．排泄 量 に 就 て考 え る と淋巴

管 か ら吸收 さ れた もの は 心臓を經 て
， 血管よ り吸牧 さ れ

た もの は 直接に駐刊蔵に 至 り， 其處で處理されるもの もあ

ろ う し
， 叉一部は 腸管内へ

， 或 い は 漿液腔内へ 排泄 さ れ

る こ ともあ り，全身の 網状内皮系で處理 さ れ る もの ebあ

るか ら尿中排泄 量 だ け で吸收の 良否を輕々 しく論ずる事

は 出來ない 故に 余 は 菎 例 の ilEitV例で一般の 色素の 排泄状

態 を檢討し， 之 に 對 し骨盤腹膜 に 變化の あ る 場合を 比 較

研 究 した．

　 正 常例で は 投與後10時 間で全排泄量の 95％近 く排泄 さ

れ 以 後 の 誹泄 量 は 微々 た る もの であ る。更に 具體的 に 云

えぱ投與後2 時聞では全排泄 量 の 34 ％，4 時聞迄に 66

％，6 畴問迄に T2％ ， 8時間90％ と殆ん ど 大部分を排溝

して い る．從つ て 尿 中攤泄 は摂興後 盛 時問で 半 分 以 上 7

〜8 時問で殆ん ど排泄を完了す る こ とになる．

　一方 麗 時間の 尿中全排難量 は 注入 量の 約
11s

であ る 故

に 大部 分 は 體内の 何處か に 存在す る わ け であ る が 大 き く

分類す れば腹膜内 に 尚残留す る も の と 腹膜外で體内の 何

處か に 残留す る もの と が 腹膜を 境界と して 考え ら れ る け

れ ど 之は 本研 究の み では 尚不明では あ る が一部 は 尚骨盤

腹膜内に 存在す るの でな か ろ う か・

　次 に炎症例であ るが正常例に 比べ て 投與後10時間迄 は

尿 中 排泄 は 少な く約
112で あ る．之は腹膜の癒着 ， 肥鼠

瘢痕牧 縮 ，彈 力性低 下 及びそ れ らに依る 血管．淋巴管 の

塾迫屈曲等に依つ て 腹膜の 吸收機能に 障碍 を生 じた た め

ではある まい か と考 え る．

　外妊 時 も亦投與後10〜鍛 時間以 内で は 尿中排泄量は 正

常例の 約 1！2 で あ る が 之は 腹腔内出血に 俵つ て
一

時的 に

腹膜 の 生理 的機能が弱化され た 爲 と考 え られ る．尚古い

卵管流産等の 場合は陳舊な 凝 血 が腹膜 に附着し腹膜は炎

症時 に準 じて 之 を 包埋變化 せ んとす る た め の 機能變化 と

思われ る．卵管破裂等の 様 に大量 の 腹腔内出i血を 有 し シ

ョ ッ ク状態 に 於て 急救手術を行い 輸血等の 處置で血壓其

の 他良好 とな つ た場合，腹腔 内を出來 る だ け清拭 して イ

を投與す る と き シ コ ッ ク は翫に恢復 して 居 る に拘らずや

は り尿中の 排泄は 少ない ．尚外妊症例第 2 の 如 くシ 冒 ッ

ク が 來 て 排泄が少な くな い か との 疑間 も起き る が，こ の

後の メ チ レ ン 青，サ イ ア ジ ン ，
ペ ニ シ リン 等を 投與 した

場合 こも，外妊時は 正 常例に 比べ て ，同様に尿中及血 中

の 濃度 は
一

段 と低い か ら外妊畤 に は 腹膜の 機能的變化 が

興 っ て 力が あ る と推 寇 し得 る．

　 帝切時 ダ グ ラ ス 氏窩に イ を 投與 した 場合も亦炎症，外

妊倒 と同搬 に 投與後 10時 間前後迄則 ち IE常倒で最も多 く

尿巾排泄を見 る時期に 尿中排泄は 尠い の は，注入藥 物 が

後腹膜と子宮後面 との 閲 に 留 り上 方 の 腹腔 へ 鑛散移動す

る こ とが 少 な く，大網，小 腸，廣靱帯前葉等の 吸牧作用

を受けな い た め と考 え られ る ．

　 尚藥液量が 小 であ れば更に影響を蒙 らない であ ろ う．

　 帝切時膀胱子宮嵩投興の 際は 上述に反 して 藥液の 擴散

移動が 上 下左 右前後 と咨方 面 に行 われ 且 大網 ， 小腸， 匿

靱帯後葉 ， ダ グ ラ ス 氏窩等の 吸妝影響を受け や すい こ と

は當然であつ て 實驗結果 も亦正 常例 と 同様に尿中排泄を

認 め た．

　　　　　　　　第 5 章 結 　　論

　 余は女性骨盤腔内 へ 1 ％ イ ン ヂ ゴ カ ル ミ ン 5ca

N 工工
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Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology
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・を投與 し て 尿 巾排泄量 の 時聞的推移 を檢討 した結

果 次 の 如 く結論す る ．

　 1） 正 常例 に於 て 24時間内 の 尿 中緋泄量は約 10

ang 内外 で注入 奎量 の 約
1
〆5 に 相 當す る． 吸牧は 最

初 の 2 時間で最 も多 くは行 わ れ て 以後逐時減 少 し

lOHe 間内外 で は尿 中排泄量は 全 排泄量 （24 時聞）

の 約 95％ を排泄 し て い る．其の 後 の 排泄は僅微 で

あ る 。

　 2） 炎症 例 に於 てイ投與後 10時間内外迄 は尿 中

排泄量 は約4．2廁g で 正 常例 の約
1
！2 で あ るが其 の後

色素排泄で は 大 差 が ない ．

　 3） 外妊例で も投與後 10時闇内外迄 は正常例 の

約 t！2 で其の後大差 を認 めな い ．

　 4） 帝切時色 素を膀胱子 宮窩 へ 投 與 した 場合は

24 時間迄 の 尿 中色素排泄状態は 正 常例 に類似 し尿

中排泄量 も亦之 と同 樣で ある．帝切 時色素をダグ

ラ ス 氏 鴛に投與 した 際 は 投與後 10時 間内外迄は正

常例 に 比 して 遙 か に 少 く約 1！4 で ， 其の 後の 尿中

．排泄 に は 大差 を有 しな い s

　稿 を 終 る に 臨 み 終 始御懇篤 な 御指導 と御 校 閲 を 賜 わ り

ま し た 恩 師小 林 敏 政 障 士 ， 束 京 警 察 病院病 理 檢 査 課 畏 稻

垣 克彦博士 ，都 衞生 研究所 細 菌 部 松 井 漕治 簿 士 の 御 助 力

を 深謝 し，且 つ 心 か ら の 御 協 力 を 戴 い た 醫 局 員諸兄 ，看

護 婦 譜 姉 に 厚 く感 謝 致 し ま す 。
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